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研究成果の概要（和文）：  卵子提供で子どもが生まれた夫婦、卵子提供する予定の夫婦と妻3名の合計13名に
インタビューを実施した。子どもにテリングしない夫婦の中には、日本で許容されていない治療をしたため負い
目に感じている者がいた。テリングしない理由は、日本は多様な家族を受け入れる環境がないため、事実を知っ
た子どもが苦悩することを心配するからだった。テリングする夫婦は、子どもが成長していく中で卵子提供で生
まれたことをどのように受け入れるか少なからず不安を抱いていた。また、ドナー情報が十分になく、子どもは
ドナーと会うことができないことをどのように伝えるとよいか悩んでいた。テリングするかどうか夫婦間の考え
は一致していた。

研究成果の概要（英文）：  A total of 13 couples were interviewed: a couple who had a child by egg 
donation, a couple who planned to donate eggs, and three wives. Some of the couples who did not tell
 their children felt guilty because they had undergone treatment that was not permissible in Japan. 
The reason for not telling was that Japan is not an environment that accepts diverse families, and 
they were worried that their children would suffer when they learned the truth. Telling couples had 
no small amount of anxiety about how they would accept the truth that their child had been born by 
egg donation as he or she grew up. The couple was concerned about how to communicate that they did 
not have enough information about the donor and that the child could not meet with the donor even if
 they wanted to. To tell or not to tell, the couple had the same idea.

研究分野： 生涯発達看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　学術的意義は、研究協力者の確保が極めて難しく当事者に関する調査研究の蓄積がほとんどない中、日本人夫
婦のテリングに関する認識等を把握できたことは学術的意義がある。
　社会的意義は、第三者が介在する不妊治療には様々な課題があるが、その一つに生まれてくる子どもの出自を
知る権利がある。子どもにとってテリングの有無はアイデンティティにも影響するが夫婦にとって意思決定が必
要となる、日本の社会や文化的背景の中で日本人夫婦はテリングについてどのように認識しているか等を調査で
きたことは、テリングのサポート方法だけでなく、卵子提供を選択した夫婦への支援を検討するうえで重要な基
礎資料となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
我が国で生殖補助医療（以下、Assisted Reproductive Technology: ART）を受けるカップル

は年々増加しているが、女性が 43 歳を過ぎると妊娠あたりの生産率は１％未満となるため自己
卵子の治療に限界を感じたカップルの中には、渡航して卵子提供（若いドナー女性の卵子と夫の
精子を受精させ、妻の子宮に受精卵を移植する ART）をするカップルが増えている 1)。 
 第三者が介在する不妊治療にはいくつか課題があるが、その一つに親が子どもに事実を知ら
せるテリングがあり、生まれた子どものアイデンティティにもかかわる 2)と言われている。親が
子どもにテリングをしなければ子どもは権利を行使できない。卵子提供の場合、子どもと遺伝的
につながりのある夫と遺伝的につながりはないが自己の子宮で胎児を育み出産した妻とは立場
が異なるため、テリングについて夫婦の考え方が一致するとは限らない。国内で卵子提供を受け
た当事者の研究はほとんど蓄積がないため、日本人夫婦のテリングに対する認識や考えは把握
できていない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、卵子提供によって家族形成した父親（治療予定の男性を含む）と母親（治療

予定の女性を含む）それぞれのナラティブを通して、日本における当事者夫婦の卵子提供やテリ
ングに関する認識や考えなどの実情を把握することである。 
 
３．研究の方法 
 卵子提供によって家族形成した父親（治療予定の男性）と母親（治療予定の女性）それぞれに、
または協力が得られる夫婦のどちらかにインタビュー調査を実施し、質的に分析した。インタビ
ューは、研究者と一人ずつ対話することとし、語られた内容はパートナーであっても一切口外し
ないことを約束した。インタビューは、「卵子提供で治療することを考えたきっかけなどを教え
てください。」と伝え、語りの流れに合わせて、その時の気持ちや迷い、不安、テリングに対す
る考え、子どもを養育していくうえでの不安などを質問した。 
 
４．研究成果 
 本研究の協力者は国内在住の日本人で、卵子提供で生まれた子どもを養育中の夫婦 4組、治療
予定の夫婦 1 組、妻のみ 3 名、計 13 名の協力を得た。4 組の夫婦は、いずれも 43 歳から 49 歳
の間に治療を受け、1名または 2名の子どもを養育していた。 
個人情報保護の観点から、夫婦 1 組ずつの記述は避け、「夫」、「妻」とランダムに記述し、これ
から卵子提供をする予定の方は「女性」と記述する。語りの抜粋と要約は下記のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2 卵子提供で妊娠中、又は卵子提供を決めてからの気持ち、迷い、不安など 表 1 卵子提供を選択したきっかけや卵子提供の認識など 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
卵子提供は第三者が介在する不妊治療のため、諸外国では生まれた子どもに親は事実を開示

するのかどうか、親の意思決定について調査研究が蓄積されつつある。本研究においては５組中
４組の夫婦、及び 3 名の女性のうち 4 組の夫婦及び 2 名の女性が自主的に子どもへのテリング
や非配偶者間人工授精で生まれた子どもからの話を聴くなどして、良好な親子関係を築くため
の情報を得ていた。しかし、情報を得た夫婦の皆がテリングするとは限らなかった。表 4が示す
ように、テリングしない夫婦の中には、日本では社会的に許容されていない治療をしたことを悪
いことと思わないが、負い目に感じている者がいた。また、日本の社会が多様な家族を受け入れ
るとは思えないため、秘密を知った子どもが苦悩することを心配してテリングしないと決めて
いた。これは海外の研究でも子どもを危害から守るために開示しないという理由と一致してい
た 3)4)。また、親が子どもに秘密を伝える必要がないと感じているという理由も海外の研究と一
致していた 5)。 
 一方、テリングする夫婦は、治療をする前から子どもには事実を伝えることを夫婦で決めてい
たが、こうした治療で生まれたことを子どもが将来的にどのように受け入れるのかわからない
ことを心配していた。また、子どもに説明するために必要なドナー情報が十分になく、ドナーと
も会えないことをどのように伝えるとよいか悩んでいた。日本では第三者が介在する不妊治療
で生まれた子どもの出自を知る権利の法整備が望まれているが、卵子提供で子どもをもった親
がテリングするためのサポート方法は何も検討されていない 6)。卵子提供で子どもをもつ夫婦や
生まれた子どもへの支援は必要であり、多様な観点から調査研究を蓄積する必要がある。 
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表 3 テリングする夫婦の認識や考えなど 表 4 テリングしない夫婦の認識や考えなど 
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